
▼
家
庭
ク
ラ
ブ
が
優
秀
賞(
10
月
18
日)

　
第
71
回
北
海
道
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連

盟
研
究
大
会
で
、
本
校
の
家
庭
ク
ラ
ブ
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
み
ん
な
で
サ
ポ
ー

タ
ー
！
～
支
え
合
う
社
会
の
た
め
に
」
と
題

し
、
手
話
の
実
践
や
災
害
時
に
お
け
る
要
支

援
者
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
福
祉
の
授
業
を
通

し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▼
厚
真
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー（
11
月
４
日
、10
日
）

　
公
営
塾
「
よ
り
み
ち
学
舎
」
主
催
の
「
厚

真
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
町
の
職
員
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通

じ
て
、
勤
労
観
や
就
労
観
を
学
び
と
る
こ
と

で
職
業
体
験
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
よ
り

深
い
学
び
に
つ
な
げ
ま
す
。「
厚
真
人
カ
ー

ド
」
を
作
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
介
し
て
見

つ
け
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
記
録
し
ま
す
。

▼
１
年
生
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ル
あ
つ
ま

に
参
加
（
11
月
11
日
）

　
１
年
生
が
参
加
し
て
、
厚
真
市
街
地
で
町

民
と
一
緒
に
「
冬
の
交
通
安
全
」
の
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
道
路
沿
い
に
並
び
、
大

き
な
旗
を
掲
げ
た
り
手
旗
を
振
っ
て
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

特
に
、
冬
の
時
期
は
路
面
状
況
が
悪
化
し
ま

す
。
歩
行
や
車
の
運
転
に
は
十
分
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　
▼
２
年
生
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス（
11
月
17
日
）

　
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
の
坪
山
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
２
年
生
対
象
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
開
き
ま
し
た
。
演
題
は
「
未
来
に
向
け

て
今
で
き
る
こ
と
」。
こ
れ
か
ら
の
進
路
選

択
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
を
知
り
、
生

徒
自
身
に
自
ら
考
え
行
動
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
来
年
度
の
進
路
決
定
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Vol.277
学校の取り組みは
ホームページでも！

「よりみち学舎」は
厚真高校と地域が
連携しながら
放課後を利用して

生徒が自ら目標を発見し
挑戦する公営塾です。

「よりみち学舎」に通う厚高生の中には、中学校時代に
文科系の部活動に所属していた生徒もいます。「運動が苦
手だから」という理由で部活動を選んだ生徒も少なくあ

りません。公営塾の生徒を見ていると、一概に「運動が苦手＝嫌い」ではないようで
す。苦手意識について考えました。
厚真高校では、体育大会や屋内体育大会など、年４回の体育行事の中でバレーボー
ル競技が２回行われます。このため、放課後になると学校の体育館やスポーツセンター
でバレーボールを練習する生徒も多く、私たちも一緒に汗を流すことがあります。「ミ
スばかりしてしまうから」や「サーブだけでも入るようにしたい」と、当初は消極的
な理由で練習していました。しかし、最近では、「サーブを上から打ちたい」とか「上
手になっていくことが楽しい」など、上達したいという積極的な理由へと変わってい
ます。
運動に限らず、人にはそれぞれ得手不得手があ
り、上達するスピードは異なります。嫌いではな
いけど、苦手だという意識でチャレンジを足踏み
する生徒も少なくありません。
「よりみち学舎」では、生徒それぞれのペース
と個性に合わせて苦手なことを得意に、得意なこ
とはより得意になるようにしたいと考えています。
教育魅力化支援員は、生徒に向き合い新たなチャ
レンジ精神が芽生えるようにサポートします。

教育魅力化支援員　山中卓也

「苦手」は「嫌い」？

町民と一緒にバレーボールの練習に汗
を流す厚高生

セーフティーコールあつま

厚真人インタビュー

家庭クラブ
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